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１.環境影響評価準備書説明会の開催概要 

(1) 環境影響評価準備書説明会の開催概要 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

 

開催日時：令和7年1月30日（木） 18時00分～19時30分 

開催場所：仙台市岩切市民センター3階 第一研修室・第二研修室 

来場者数：16名 

 

(2) 説明会での質疑応答 

説明会での質疑応答は、準備書説明会開催概要等報告書のとおりである（p.8～9参照）。 
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様式第８号（第３条関係） 

 

準 備 書 説 明 会 開 催 概 要 等 報 告 書 

 

令和7年2月14日 

 

仙台市長 郡 和子 様 

 

住 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目25番2号 

氏 名 株式会社フジタ 東日本開発事業部 

執行役員事業部長 増山 祐一 

 

 

仙台市環境影響評価条例第15条第２項の規定により，準備書説明会の開催に係る概要等を報告します。 

 

対象事業の名称 （仮称）岩切物流施設新築計画 

対象事業の種類 大規模建築物の建設の事業 

準備書説明会開催日時 令和7年1月30日（木） 18時00分～19時30分 

準備書説明会開催場所 

施設の名称：仙台市岩切市民センター 3階 

第一研修室・第二研修室（収容人員110名） 

住 所：仙台市宮城野区岩切字三所南88番地の2 

参加した者の数 16名 

準備書説明会を開催しな

かったときはその理由 
― 

連絡先 

住 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目25番2号 修養団ＳＹＤビル 

担当者 

所属 
株式会社フジタ 

東日本開発事業部 地域開発推進第二部 
電話番号 03-3796-2247 

氏名 岡田 光正 ＦＡＸ 03-3796-3103 

備考 

１ 準備書説明会の開催に係る公告を証する書面の写しを添付すること 

２ 準備書説明会において配付した資料を添付すること 

３ 準備書説明会の内容を記載した書面を添付すること 

４ 用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること 
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公告の方法 

① 新聞掲載：河北新報への掲載（令和7年1月23日）（添付1-①） 

② 新聞折込：河北新報、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞及び日経新聞への折込（令和7年1月23日） 

（添付1-②,③） 

 

添付1 準備書説明会の開催に係る公告を証する書面の写し等 

 

添付1-① 新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付1-② 新聞折込の範囲 

市区町名 町丁目名 

仙台市宮城野区 

岩切、岩切一丁目、岩切二丁目、岩切三丁目、岩切分台一丁目、岩切分台三丁目、

田子、田子西一丁目、小鶴、小鶴一丁目、小鶴二丁目、小鶴三丁目、新田東一丁

目、新田東二丁目、新田東三丁目、新田東四丁目、新田東五丁目、新田三丁目、 

東仙台一丁目、燕沢、燕沢東一丁目、燕沢東二丁目、燕沢東三丁目、燕沢一丁目、

燕沢二丁目、燕沢三丁目、鶴ヶ谷東一丁目、鶴ヶ谷東二丁目、鶴ヶ谷東三丁目、 

鶴ヶ谷東四丁目、鶴ヶ谷六丁目、鶴ヶ谷七丁目、鶴ヶ谷 
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添付1-③ 新聞折込 

（表面） 
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（裏面） 
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添付2 準備書説明会において配付した資料 

・「（仮称）岩切物流施設新築計画 環境影響評価準備書 要約書」 

・「（仮称）岩切物流施設新築計画に係る環境影響評価準備書等の縦覧及び意見書の提出につい

て」（添付2-①） 

 

添付2-① 準備書等の縦覧及び意見書の提出について 
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添付3 準備書説明会の内容 

 

（仮称）岩切物流施設新築計画 

環境影響評価準備書説明会の内容 

 

１．開会 

２．事業者挨拶 

３．準備書の説明（事業の概要、環境影響評価の概要、その他の環境配慮、今後の手続きの流れ） 

４．質疑応答（以下「質疑応答の内容」に示すとおり） 

５．閉会 

 

質疑応答の内容 

 

番号 住民からの質問の概要 事業者の回答 

1 

供用時の利府街道の渋滞に関する説明が

なかったが、それについてはどのような考

えか。現状でも非常に渋滞している。 

本事業は、土地区画整理事業による道路整

備等が完了した土地に施設を建設するもので

す。利府街道における交通対策は、土地区画

整理事業の方で行っています。 

2 

物流施設ではどのような施設が入り、ど

のような物品を取り扱う計画か。 

入居に関し、荷物や食品系等、既に様々な

問い合わせがきています。ただし、施設の供

用は3年後であり、燃料や物価の高騰等、昨

今の世の中の変化をみると、現時点では決め

きれない状況です。3年間の変動は非常に大

きいため、施設が建ち、稼働が近付いた頃に

決めていきたいと思います。 

このような状況から、施設で取り扱う物品

についても未定です。 

3 

隣接する貨物ターミナル駅移転計画の工

事と合わさった環境影響が出るかと思う

が、その工事は加味しているのか。 

貨物ターミナル駅移転計画は本事業とは別

事業ではありますが、貨物ターミナル駅移転

計画の工事における交通量等を加味したうえ

で、本事業の環境影響の予測評価を行ってい

ます。 

4 

工事の作業曜日、作業時間を教えてほし

い。 

工事の施工業者が決まり次第、工事に関す

る説明会を開き、そこで説明させていただき

ますが、一般的に考えると、作業時間は土曜

日・日曜日を除く8時～17時になると思いま

す。 

5 

工事車両の進入ルートはどのようになる

か。 

利府街道からの直接の出入りはせず、いっ

たんデイリーヤマザキのある交差点から計画

地東側のJR線路沿いにできる道路に入り、そ

こから物流施設の敷地に入っていくルートと

なります。 

6 

利府街道は現在、片側2車線であるが、今

後の拡張や歩道の設置等の計画はどのよう

になっているのか。 

土地区画整理事業で整備するものであり、

本事業とは別事業となります。 
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番号 住民からの質問の概要 事業者の回答 

7 

道路整備については区画整理事業で実施

とのことだが、供用時の渋滞が気になる。

計画地から出る関連車両は、デイリーヤマ

ザキのある交差点のところから利府街道に

出て、今市福田線方面、利府方面、国道4号

バイパスの方に行くことになると思うが、

そのルートについてスライドの図を指して

説明してほしい。 

計画地へは、利府街道からデイリーヤマザ

キのある交差点を右左折し、区画整理事業で

できるJR線沿いの幅9ｍの道路まで入り、そ

の道路から入ることになります。 

計画地からはその逆ルートとなります。計

画地から利府街道に出る道路が1ヶ所ありま

すが、利府方面への右折はできず、仙台方面

への左折のみができることになります。 

（スライドの図を指して説明） 

8 

供用時には、計画地からの関連車両は、

利府ジャンクション、仙台港、泉方面、岩

沼方面等、色々な方向に行くと思う。特に

利府ジャンクション方面の岩切市民センタ

ーの前や洞ノ口交差点は非常に渋滞し、夕

方などは車列が全く動かない状態である。 

仙台貨物ターミナル駅から出るコンテナ

車等は、なるべく利府街道を使用しないル

ートを設定していると聞いたことがある。

本事業でも、全ての関連車両をいったん利

府街道を左折させて国道4号バイパスに乗せ

るようにし、夕方の時間帯には利府ジャン

クション方面に向かわせない等の制限はか

けられないものか。 

具体的なことは、物流業者が決定してから

になると思いますが、荷物の運送は速達性を

求められるものであり、ルートを大きく迂回

させる等の要件を設けることは難しいと考え

ます。 

ただし、運送するドライバーからしても渋

滞にはまることは避けたいと考えるはずです

ので、渋滞する区間や時間帯の情報共有はし

ていきたいと考えています。 

9 

準備書26ページ、表1-8に記載されている

供用時車両のうち、「全て大型車（普通貨

物車）」とはどのくらいの大きさの車か。 

よく走っているような10t以上のトラック

になると思います。 
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２.準備書に対する市民意見と事業者の見解 

(1) 意見書の対象 

仙台市環境影響評価条例に基づく意見書の提出期間（令和7年1月8日から令和7年2月21日まで）

（消印有効）に郵送、FAX及び電子メールにて受領したものを意見書の対象とした。 

 

(2) 意見書の数 

意見書なし 

 

(3) 意見の数 

意見なし 

 

(4) 意見の概要及び事業者の見解 

意見なし 

 


